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●
事
例
紹
介
●

金
沢
工
業
大
学
に
お
け
る
学
長
表
彰

・
褒
賞

～
褒
め

の
教
育

の
実
践
～

涌

村

豊

(金
沢
工
業
大
学
学
務
部
修
学
相
談
室
長
)

一

は
じ
め
に

金
沢
工
業
大
学
の
教
育
の
中
で
、
画
期
的
な
も
の
に

「褒
め
の
教

育
」
が
あ
る
。
こ
の
教
育
は
、
昭
和
五
九

(
一
九
八
四
)
年
、
当
時

の
第
二
代
学
長
京
藤
睦
重
先
生
が
約
半
世
紀
に
わ
た
る
長
い
教
育
者

と
し
て
の
ご
経
験
か
ら
、
新
し
い
人
材
育
成
の

一
環
と
し
て
私
財
の

一
部
を
提
供
さ
れ
設
置
さ
れ
た
我
が
国
に
お
い
て
も
独
創
的
な
褒
賞

制
度
で
あ
る
。
爾
来
、
歴
代
の
学
長
は
そ
の
衣
鉢
を
継
ぎ
、
学
生
諸

君
の
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
推
進
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
表
彰

規
定
に
は
大
学
院
と
学
部
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
、
担

当
教
員

お
よ
び
課
外
活
動
な
ど
を
通
じ
て
学
生
と
接
す
る
機
会
の
あ

る
職
員
の
申
請
に
基
づ
き
、
優
秀
な
成
果
を
修
め
た
学
生
に
対
し
て

学
長
が
表
彰

・
褒
賞
を
行
う
。
表
彰

・
褒
賞
の
対
象
項
目
は
学
業
成

績
、
受
講
態
度
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
課
外
活
動
を
含
め
学
生
生

活
全
般
に
わ
た

っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
教
職
員
が
学
生
の
長
所
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
に
、
ま
た
、
学
生
自
身
は

「
先
生
、
職
員
は
自
分

を
見
て
い
る
、
認
め
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
に
つ
な
が
る
と

共
に
、
学
生
は
褒
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
素
直
に
喜
び
、
自
ら
の

研
鑚
に
意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

金
沢
工
業
大
学
で
は
平
成
七
年
度
の
教
育
改
革
以
来
、
三
学
期
制

を
採
用
し
、
春
学
期
、
秋
学
期
、
冬
学
期
の
そ
れ
ぞ
れ
に
学
長
褒
賞

の
推
薦
と
授
与
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
激
励

の
意
味
を
持

っ
た
褒

め
の
教
育
は
、
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
、

全
て
の
学
生
に
と

っ
て
身
近
で
少
し
背
伸
び
す
れ
ば
手
が
届
く
こ

と
、
推
薦
は
全
て
の
教
職
員
が
可
能
で
あ
る
制
度
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
学
長
表
彰
に
つ
い
て
は
、
時
期
に
関
係
な
く
授
与

す
る
機
会
が
生
じ
た
場
合
に
は
随
時
授
与
式
を
開
催
す
る
と
共
に
、

年
度
末

の
学
位
授
与
式
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

二

学
長
褒
賞
の
規
程
に
つ
い
て

(
一
)
金
沢
工
業
大
学
に
お
け
る
学
部
学
長
褒
賞
規
程

第

一
条

本
学
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、
正
課
及
び
正
課
外

の
活
動

に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
本
学
学
部
在
学
生

(専

攻
科
生
を
含
む
)
に
対
し
学
長
褒
賞
を
行
う
。

第
二
条

前
条
の
褒
賞
を
受
け
る
学
生

(以
下
「
褒
賞
学
生
」
と

い

う
)
は
、
表
1
に
掲
げ
る
項
目
の

一
つ
に
該
当
す
る
も
の
か

ら
選
ば
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

褒
賞
学
生
は
、
本
学
教
職
員
の
推
薦
に
よ
り
、
学
長
が
決

定
す
る
。
推
薦
者
は
、
所
定
の
推
薦
書
を
提
出
す
る
も
の
と

す
る
。

第
四
条

褒
賞
学
生
に
は
褒
状
及
び
副
賞
を
与
え
る
。

C

D

F

G

1
I

W

X

1.資 格 を取得する等、自己啓発に精励 した者

表1学 部学長褒賞項目

大項 目 中項 目 小 項 目 コー ド

1

教育実

践面に

おいて

の対象

1.学 業成果 1,卒 業時の成績評価で修得科 目の80%以 上の科 目

にわた りA以 上の評価を得た者

2.1学 期間に5科 目以上修得 し、その成績評価 に

おいて、修得科 目の80%以 上の科目にわたりA

以上の評価を得た者

3.各 授業科 目で特 に成績優秀 と担当者が認めた者

4.成 績向上が顕著な者

2.受 講態度 1.講 義 ・実験 ・実習 ・演習 ・レポー ト等の取 り組み

方が良く他の模範 となる者

3.自 学 自習

2.コ ンテス ト等において、優秀な成果をあげて

本学の名声 を高めた者

2学生生

活面に

お い て

の対象

1.ク ラブ活 動 1.学 友会活動(個 々の行事を含む)等 で特 に貢献の

あった者

2.課 外活動で全国大会 に出場する等顕著 な成績 を

おさめた者

3.4年 間を通 じてクラブに在籍 し、そのクラブに

特に貢献のあった者

2.生 活全般 1.本 学学生 として模範的行為のあった者

2.学 生生活において、本学の名誉 を高めた者

3.心 身環境等の悪条件に打 ち勝ち成業 した者

M

N

P

R

S

T

※但 し、上記学部のコー ドDに ついては、1年 次の春学期は学長褒賞対象 としない。
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第

五
条

褒
賞
を
行
う
方
式
、
時

期
等

に
つ
い
て
は
、
学
長

が
そ
の
都
度
定
め
る
。

第
六
条

褒
賞
学
生
の
う
ち
、
特

に
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

者
は
、
学
則
第
五
三
条

に

よ
る
表
彰
の
手
続
を
す
る
。

(
二
)
金
沢
工
業
大
学
に
お
け
る
大

学
院
学
長
褒
賞
規
程

第

一
条

本
学
の
教
育
方
針
に
基

づ
き
、
優
秀
な
成
果
を
修

め
た
本
学
大
学
院
生
に
対

し
学
長
褒
賞
を
行
う
。

第
二
条

前
条

の
褒
賞
を
受
け
る

学
生

(以
下
、
「褒
賞
学
生
」

と

い
う
)
は
、
表
2
に
掲

げ
る
項
目
の

一
つ
に
該
当
す
る
者
か
ら
選
ば
れ
る
も
の
と
す

る
。

第
三
条

褒
賞
学
生
は
本
学
教
職
員
の
推
薦
に
よ
り
、
学
長
が
決
定

す
る
。

第
四
条

褒
賞
学
生
に
は
褒
状
及
び
副
賞
を
与
え
る
。

第
五
条

褒
賞
を
行
う
方
式
、
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
学
長
が
そ
の

都
度
定
め
る
。

第
六
条

褒
賞
学
生
の
う
ち
、
特
に
優
秀
な
成
果
を
修
め
た
も
の
は
、

学
則
第
四
九
条
に
よ
る
表
彰
の
手
続
を
す

る
。

三

学
長
褒
賞
の
推
薦
と
褒
状
引
渡
し
に
つ
い
て

学
長
褒
賞
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
激
励
の
意

味
を
も

っ
て
褒
め
る
こ
と
は
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
行
わ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
、
全
て
の
教
職
員
が
推
薦
で
き
る
制
度
と
し
て
運
営
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
配
慮
し
、
平
成

一
六
年
度
秋
学
期
か
ら

教
職
員
に
申
請
し
や
す

い
学
内
L
A
N
を
利
用
し
た
W

e
b
画
面
よ

り
申
請
で
き
る

「学
長
褒
賞
推
薦
シ
ス
テ
ム
」

の
運
用
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
機
に
、
申
請

の
増
加
が
当
初
の
見
込
み

以
上
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
以
前
は
対
象
学
生
を

一
同
に
集
め
、
学
長

か
ら
代
表
者
に
褒
状
を
渡
し
て
い
た
が
、
全
て
の
学
生
の
都
合
に
合

わ
す
こ
と
が
で
き
ず
出
席
率
が
悪
い
状
況
が
続

い
た
こ
と
か
ら
、
現

在
は
学
期
初
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
期
間
を
設
け
て
身
近

表2大 学院学長褒賞項目

項 目 内 容 コー ド

1.教 育実践 面 に

お いての対象

1.各 授業単位で特に成績優秀と担当者が認めた者 1

2.資 格試験等に挑戦し、本学の声価を高めた者 z

3教 育補助員 として、著 しい功績のあった者 3

4専 攻内で学位論文の内容が優秀と認められた者 4

2学 術研究面に

おいての対象

1。 学協会 において、すぐれた研究成果を発表 した者 5

2学 協会会誌等に、すぐれた研究成果を発表した者 6

a生 活全般 1.学 生生活において、本学の名誉を高めた者 7

な
教
員
か
ら
の
引
渡
し
を
行
う
方
法
に
変
更
し
た
。
こ
の
結
果
、
推

薦
し
た
教
職
員
や
ク
ラ
ス
担
当
教
員
か
ら
の
激
励
も
直
接
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
引
渡
し
率
も
向
上
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が

授
賞
す
る
姿
を
身
近
に
確
認
で
き
る
た
め
、
次
回
に
は
、
授
与
さ
れ

る
よ
う
に
努
力
す
る
学
生
も
増
加
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

四

学
長
褒
賞
授
与
状
況

表
3
～
表
4
に
は
、
年
度
別
授
賞
件
数
、
並
び
に
褒
賞
項
目
と
学

年
別
授
賞
件
数

(平
成

一
六
年
度
)
に
つ
い

て
学
部
、
大
学
院
別
に
示
す
。

五

学
長
表
彰
の
規
程
に
つ
い
て

(
一
)
金
沢
工
業
大
学
に
お
け
る
学
長
表
彰

規
程

第

一
条

本
学
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、
正

課
及
び
正
課
外
の
活
動
に
お
い
て
、
特
に

優
秀
な
成
果
を
修
め
た
学
部
学
生

(専
攻

科
学
生
を
含
む
)
又
は
大
学
院
学
生

(博

士
後
期
課
程
学
生
を
除
く
)
に
対
し
学
長
表
彰
を
行
う
。

第
二
条
.
表
彰
を
受
け
る
学
生

(以
下

「表
彰
学
生
」
と
言
う
)
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る

(表
5
)。

第
三
条

表
彰
学
生
は
部
長
会
の
推
薦
に
よ
り
、
教
授
会
又
は
大
学

院
委
員
会
で
決
定
す
る
。

第
四
条

表
彰
学
生
に
は
表
彰
状
及
び
副
賞
を
授
与
す
る
。

第
五
条

表
彰
を
行
う
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
学
長
が
そ
の
都
度
定

め
る
。

【推薦期間】

学期ご とに推薦期間を設定 し募集す る

【推薦方法】

「学長褒賞推 薦システム」にアクセス しパソコン

か ら入力す る

【引渡 し期間】

学期 ごとの クラス別 オリエ ンテーシ ョンから二

週間

【引渡 し方法】

成績評価 を得た学生(理 由コー ドD)
…クラス担 当教員

推薦による学生(理 由コー ドD以 外)… 推薦者

【学生周知方法】

修学相談室 ホームページ上で対象者を発表

※学生 ポー タル(個

人ホ ーム ペ ー ジ)

の共通告 知で発表

方法 を案内

※修学相 談室掲 示板

に発表 方法案内ボ

スターを掲示

入力 トップ画面

表3年 度別授賞件数
延べ件数(件)

学期 Hl3 H14 H15 H16

春学期 724 866 936 1,106

秋学期 i,ioo 1,137 1,344 1,793

冬学期 1,178 1,915 2,099 2,593

合計件数 3,002 3,918 4,379 5,492
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表4褒 賞項目と学年別授賞件数(H16）

(1)学 部

褒賞項目(学 部)
学

期
1年 次 2年次 3年次 4年 次 合計

卒業時の威績評価で修得科目の80%以 上の

科目にわたりA以 上の評価を得た者

春

秋

久

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

124

0

0

124

1学 期 間に5科 目以上修得 し、 その成績 評

価 にお いて、修得科目 の80%以 上の科Bに

わた りA以 上の評価 を得 た者

春

秋

久

2

294

164

171

214

179

209

293

710

134

0

0

1

12

382

801

2054

503
各授業科目で特に成績優秀と担当者が認め

た者

春

秋

久

130

237

207

227

134

183

161

91

25

103

557

584

成績向上が顕著な者

春

秋

久

0

1

7

0

4

2

1

1

2

1

0

3

2

6

14

講義 ・実験 ・実習 ・演習 ・レポー ト等の取

り組 み方が良 く他の模範 となる者

春

秋

久

91

37

185

39

136

86

33

76

33

0

0

79

163

249

383

資格を取得する等、自己啓発に精励した者

春

秋

久

3

11

11

12

0

17

17

5

23

1

2

13

33

18

64

コンテスト等において、優秀な成果をあげ

て本学の声価を高めた者

春

秋

久

0

0

0

0

a

6

0

0

0

0

3

0

4

3

0

10

学友会活動(個 々の行事を含む)等 で特に

貢献のあった者

春

秋

久

0

26

0

0

25

0

26

0

0l

14

0

fl

91

0

課外活動で全霞大会に畠場する等顕著な成

績をおさめた者

春
秋

久

2

7

0

3

10

1

5

9

6

3

6

10

13

32

1?

4年 間 を通 じてクラブに在籍 し、その クラ

ブに特 に貢献 のあった者

春

秋

久

0

d

0

0

Q

0

0

0

玉

0

0

89

0

0

so

本学学生として模範的行為のあった者

春

秋

久

Q

0

63

0

1

68

1

7

0

5

28

1

13

213

学生生活において、本学の名誉を高めた者

春

秋

久

0

1

0

0

0

0

54

0

玉1

0

0

1

0

0

3

0

心身・環境等の悪条件に打ち勝ち成業した

者

春

秋

久

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合 計 1479 1518 1899 527 5423

(2)大 学 院

褒賞項目(大 学院)
学

期

修士

1年

修士

2年

博士

1年

博士

2年

博士

3年
合計

各授業単位で特に成績優秀と

担当者が認めた者

春

秋
久

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

資格試験等に挑戦し、本学の

声価を高めた者

春
秋

久

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

教育補助員として、著しい功

績があった者

春

秋
冬

0

0

1

4

0

4

0

0

0

0

a

0

0

0

1

4

0

6

専攻内で学位論文の内容が優

秀と認められた者

春

秋
久
、

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

学協会において、すぐれた研

究成果を発表した者

春
秋
久

0

7

1

0

5

15

0

0

0

0

4

0

0

0

1

0

16

17

学協会誌等に、すぐれた研究

論文を発表した者

春
秋

久

0

1

0

0

3

7

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

5

8

学生生活において、本学の名

誉を高めた者

春

秋
久

0

0

1

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

合 計 17 44 0 5 3 69

表5学 長表彰項目

学

部

大
学
院

1.4年 間を通じて特に優秀な成果を修めた者

(1)学 長褒賞を18回 以上授賞した者

(2)各 学科でQPAポ イントが最 も優秀な者

(3)課 外活動で特に顕著な活躍をした者

2.単 年度で特 に優秀な成果を修めた者

(1)学 生生活で本学の名声を高めた者

1.2年 間を通 じて特に優秀な成果を修めた者

2.単 年度で特に優秀な成果を修めた者
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六

学

長
表
彰
の
推
薦
と
賞
状
引
渡
し
に
つ
い
て

学
長
表
彰
は
、
本
学
の
名
声
を
高
め
た
各
種
大
会
や
コ
ン
テ
ス
ト

に
お
い
て
優
秀
な
成
果
を
お
さ
め
た
学
生
に
は
全
教
員
が
出
席
す
る

全
学
部
会

の
席
上
に
学
生
を
招
き
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
学
長
よ
り
授
与

す
る
。
ま
た
、
学
長
褒
賞
を

一
八
回
以
上
授
賞
し
た
学
生
、
各
学
科

で
Q
P
A
ポ
イ

ン
ト
が
最
も
優
秀
な
学

生
お
よ
び
ク
ラ
ブ
活
動
で
特
に
顕
著
な

活
躍
を
し
た
学
生
に
は
、
学
部
卒
業
式

お
よ
び
大
学
院
学
位
授
与
式
に
お
い
て

全
学
生
の
前
で
学
長
よ
り
授
与
さ
れ
る
。

七

学
長
表
彰
授
与
状
況

表
6
に
学
長
表
彰
の
年
度
別
授
賞
人

数
を
示
す
。
こ
れ
ら

の
実
績
の
中
で
、

学
長
褒
賞
を
四
年
間
に

一
八
回
以
上
授

賞
し
た
人
数
が
、
平
成

一
六
年
度
に
顕

著
に
向
上
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

八

終
わ
り
に

こ
の
制
度
は
昭
和
五
九
年
に
発
足
し
た
が
、
近
年
に
な

っ
て
表

彰

・
褒
賞
さ
れ
る
学
生
数
は
増
加
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
見

ク
ー
ル
に
見
え
る
現
代
の
学
生
で
あ

っ
て
も
、
褒

め
ら
れ
る
こ
と
に

よ

っ
て
教
育

・
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
学
生
生
活

に
意
欲
を
持

っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
証
で
あ
る
。
金
沢
工
業
大
学
は
建
学

綱
領
の
筆
頭
に
掲
げ
る

「人
間
形
成
」
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
べ
く

着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い
る
が
、
本
学
が
標
榜
す
る
人
間
力
の
基
盤

を
成
す
学
生
の
自
主
性
、
自
発
性
を
高
め
る
た
め
に
褒
め
の
教
育
は
、

今
後
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2 3 1 8

3 5 4

0 0 3

表6年 度別授賞人数
延べ人数(人)

学期

学長褒賞を18回 以上授賞した者

各学科でQPAポ イン トが最も優秀な者

課外活動で特に顕著な活躍をした者

学生生活で本学の名声 を高めた者

合計人数

H13 H14 H15 H16

11 11 t3 13

13

14

16 33 27 28

●
事
例
紹
介
●

キ

ャ

ン
パ

ス

ラ
イ

フ
活

性

化

を

期

待

し

て

～
女
子
栄
養
大
学
の
学
生
表
彰
制
度
に
つ
い
て
～

五

明

紀

春

(女
子
栄
養
大
学
栄
養
学
部
長
)

学
校
法
人
香
川
栄
養
学
園

(女
子
栄
養
大
学
、
同
大
学
院
、
同
短

期
大
学
部
、
香
川
栄
養
専
門
学
校
)
の
淵
源
は
、

一
九
三
三
年
に
遡

る
。
女
子
栄
養
大
学
は

一
九
六
二
年
、
同
短
期
大
学
部
は

一
九
五
〇

年
に
創
設
さ
れ
た
。
学
園
卒
業
生
は
三
〇
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
。
女

子
栄
養
大
学
、
同
短
期
大
学
部
合
わ
せ
て
学
生
総
数
約
二
五
〇
〇
人

収
容
。

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
教
育
が
可
能
な
比
較
的
小
規
模
の
大
学
で
あ

る
。学
科
構
成
は
、
食
を
通
じ
て
人
々
の
健
康
を
増
進
し
、
病
気
を
予

防
す
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
五
学
科
二
専
攻
と
し
て
い
る
。
実
践
栄

養
学
科
は
管
理
栄
養
士
養
成
、
栄
養
教
諭
養
成
、
保
健
栄
養
学
科
は

臨
床
検
査
技
師
養
成
、
養
護
教
諭
養
成
、
文
化
栄
養
学
科

(
一
八
年

度
か
ら
食
文
化
栄
養
学
科
)
は
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
、
二

部
保
健
栄
養
学
科
は
家
庭
科
教
諭
養
成
、
短
期
大
学
部
は
栄
養
士
養

成
を
そ
れ
ぞ
れ
教
育
の
柱
と
し
て
い
る
。
実
学
教
育
を
旨
と
し
、
社

会
の
役
に
立
つ
知
識
の
習
得
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。

入
学
生
も
ほ
と
ん
ど
が
将
来
の
自
分
の
仕
事

を
強
く
意
識
し
、
そ

れ
に
向
け
て
、
日
常
の
勉
学
に
対
し
て
も
目
的
意

識
を
持

っ
て
き
わ

め
て
熱
心
で
あ
る
。
毎
年
、
全
員
が
ほ
ぼ
希
望
通
り
の
就
職
を
果
た

し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
卒
業
生
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
自

分
の
職
業
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

学
ん
だ
知
識
を
実
践
の
場
で
活
用
す
る
こ
と
が
、
学
園
創
設
の
理

想
で
あ
り
、
強
い
意
志
と
行
動
力
を
備
え
た

「実
践
的
人
間
」
の
育

成
を
基
本
と
し
て
い
る
。
若
者
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
切
磋
琢
磨
の

場
と
し
て
生
か
せ
る
よ
う
、
大
学
と
し
て
種
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
試
み


